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※子ども奨学金ニュースレターWeb 版は個人情報などの都合上、内容を一部変更していま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奨学生が決定しました！ 
 2008 年 3 月 1 日～2008 年 3 月 25 日の申請期間の間に、9 名の奨学金申請者（男性２名・女性 7

名）があり、書類選考の結果、3 月 29 日に 6 名の学生に面接を行うことになりました。そこで、選考を

行っていただいた、定住外国人子ども奨学金実行委員会・野崎委員長よりご報告していただきます。  

 

 日頃より、定住外国人子ども奨学金事業をご支援いただき皆様には心より感謝申し上げ

ます。 

 去る３月 29 日土曜 13:30 から、第一期奨学生の面接審査を行いました。まず選考の結果

からですが、下記の 3 名の方が今回の奨学生一期生に決定いたしました 

 面接には、京都大学の竹沢委員、神戸学院大学の田宮委員、そして 私野崎（甲南女子

大学）があたりました。面接委員の3人のコンセンサスとして、この奨学金独自の趣旨から、

成績や生活態度、経済面だけでなく、将来同様の背景をもつ子どもたちにとってロールモデ

ルとなる人物である点も合わせて重視することが、面接前の打ち合わせで確認されました。

全員に共通の質問をしながら、一人 10分程度の面接を行いました。面接に進む生徒さんを

選ぶのにも苦労しましたが、面接に来てくださった6名の方もそれぞれ経済的な側面を含め

置かれている状況は厳しいもので、改めて同様の背景をもつ子どもたちに対する、さまざま

な支援の必要性を感じさせられました。また成績が優秀な方、ボランティア活動などに取り

組んでおられる方、将来の夢をもっておられる方ばかりで、選考は非常に難しいものでした

が、最終的に面接委員全員の意見が一致し、私たちの事業はこの 3 名の高校 3 年間を支

援していくことになりました。今後ともこの 3 名の生徒、そして本事業へのご支援をどうぞよ

ろしく御願いいたします。 

                    野崎志帆（定住外国人子ども奨学金実行委員会委員長） 

その後、奨学生には、4 月 13 日に奨学金授与式を行いました。 

初年度ということもあり、定住外国人子ども奨学金の周知が不十分であったにもかかわらず、9 名

の申請者が応募してくれたことは事務局としてうれしいとともに、これからの課題が明確になりまし

た。口コミだけでなく、このニュースやホームページを通して多くの方々にこの奨学金のことを知って

もらうことが非常に重要だということを痛感しました。 
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○ Ｋさん 
―自己紹介してください 

「私はペルーで生まれて、そこで小学校 4年までやって、ここに来ました。中学校ではバスケを

やってました。一応重要なポジションでした。とてもきつかったし、部員も少なかったから大変

だったけど、とても楽しかったです。4大会中 3大会を優勝することもできました。 

だから、今思えば中学校ではバスケしかしてない気がします。友達も多くて学校生活も楽しかっ

たです。趣味は音楽をきくことで、特にＪ－ＰＯＰが好きです。今まで学校では、とけこめてい

ると思います。勉強はまじめにやってた方だと思います。だから高校にも進学できたと思います。

それを今はとてもほこりに思っています。」 

 

―高校生になってどんな生活をしたいですか？ 

「高校生になって、今はとても大変だけど、今はとにかく友達を増やして楽しい学校生活にした

いと思っています。勉強も難しいと思いますが頑張りたいと思います。奨学生に選ばれて、とて

もうれしいです。だから倍、いろんなことを頑張りたいと思います。」 

 

―将来の夢はなんですか？ 

「将来の夢はまだ決めてないので、高校に入ってからゆっくりと考えたいと思っています。でも、

一応お金持ちになって余裕のある生活をしたいと思います。」 
 

○ Ｙさん 
―自己紹介してください 

「中１の時は部活（バスケ）内でのイジメやクラスになじめない事があり、学校が嫌いでしたが、

中２になって担任の先生が変わり、クラス内が楽しく思えてきました。中２の時の担任の先生の

おかげで自分の中での考え方が変わり、中学最後の 1年間はとても充実していて楽しい 1年間に 

する事ができました。中学１年の 2学期までバスケをしていて、その後は 3年 2学期の引退まで

放送をしていました。高校ではバスケがしたいけど、部活をする時間が少なくなるのでコーラス

部に入ろうと思っています。音楽の授業がないので・・・。 

妹は中学生になって色々緊張しているから、話を聞いてあげたり、勉強を教えてあげたり、小学

生の妹達とはたまには遊んであげたりしようと思っています。」 

 

―高校生になってどんな生活をしたいですか？ 

「高校生になってしてみたい事は、委員会活動や（中学校でしたことがないので）新しい科目や、

中学より詳しく勉強する科目などもあるので、勉強も頑張りたいです。奨学生に選ばれて、本当

に感謝しています。嬉しかったです。これで、親のため息を聞く事が減るかなぁと思っています。」 

 

 

―将来の夢はなんですか？ 

「将来の夢は具体的に決まっていませんが、普通の学校に通えなくなった子供達の行く学校の先

生になれたらいいなと思っています。フリースクールとか。だから、まず今できることは勉強を

しっかりして、少しでも上の大学に進学することです。それから、その職業に必要な資格などを

取っていこうと考えています。心理学とか・・・かな。」 
 

定住外国人こども奨学金の奨学生が決定しました。そこで奨学生のみなさ

んに高校生になっての抱負、将来の夢について聞いてみました。 
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○ Ｖさん 

―自己紹介してください 

「お母さんはいつも一緒けんめい働いていますので、私はとても感動しました。私のお母さんは

日本語があまり分かりませんので、私の勉強のことが分かりません。だから自分ががんばらなけ

ればなりません。 

私はピアノをひくことがとても好きですけど、ピアノを学んだことがなかったです。機会があれ

ばピアノを学びたいと思っています。」 

 

―高校生になってどんな生活をしたいですか？ 

「家族の経済的に、夜間の学校を選びました。昼間は仕事で、夜は学校に行きます。３年間の間

はちょっとしんどい時があるかもしれないと思いますが、不安な感じしました。でもがんばりま

す。」 

 

―将来の夢はなんですか？ 

「私は英語が大好きです。将来の夢は通訳になりたいです。ベトナム語をがんばって忘れず、日

本語と英語をいっぱい学んで、３カ国語の通訳になりたいです。」 

 
定住外国人子ども奨学金では以上の三名を支援することになりました！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

～ 

 

「定住外国人子ども奨学金」では各地の団体にご協力お願いし、オフィスの入り口やテーブ

ルの上に募金箱を設置して頂いています。また、募金箱はさまざまなイベント時に「定住外

国人子ども奨学金」をアピールする目印になっています。 
 

募金箱を置いていただきました！ 
 

コミュニティ・サポートセンター神戸 神戸合同法律事務所  

神戸プラネット 神戸市教職員組合 神戸市教育会館 楓花 

兵庫県学校厚生会神戸支部 悠苑 有限会社みみずく舎 

神戸国際協力交流センター 甲南女子大学多文化共生学科 

中央むつみの会 FMわぃわぃ NGOベトナム inKOBE リーフグリーン 

ご協力・ご寄付ありがとうございました！ （順不同、敬称略 2008年 5月 15

日現在） 

原千恵子, 川鍋彰男, 西山安子, 武田雄三, 野崎喜美子, 芦田俊, 湯口恵, 岩崎信孝, 平沢

安政, 

オリバーソース, 柏崎千佳子, 飛田雄一, 野崎隆一, 野崎留美, 長山日実子, 上島達司, 山

田泉,  

竹島琢夫, 野邊孝光, 井上豊, 石井万里子, 宮崎克樹, 宮崎善子, 加藤昌彦, 田尻与惣次,  

有吉智香, 児玉知子, 金森敬博, 宇土泰寛, 神先かつき, 吉井正明, 古山良美, 北村勝代,  

唐津栄次, 志岐文崇, 志岐千津子, 中杉隆夫, 兵庫県高等学校教育研究会国際理解教育部

会, 

山ノ内裕子 野津隆志, 兵庫県立大学学園都市教職員組合, 石塚良子, 馬渕仁, 松田陽子,  

乾美紀, 辻本久夫, 竹沢泰子, 杉田年章, 藤田誠一, 長沼幸正, 田宮遊子, 明石和成, 濱上

章之, ﾘﾘｱﾝﾊﾀﾉﾃﾙﾐ, 奥優伽子, 泥雅子,野崎志帆, 岼由美子, 金宣吉, 志岐良子,山本晃輔,

他匿名三名 

                                  

総額 1,432,836円 
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奨学資金の 募金・寄付 募集中 

 外国にルーツを持つ子どもの高校進学を支えるために寄せられた募金や寄付は、実行委員会を

通じて役立てられます。 

例えば、一口 1000 円を 15 名分集めて送っていただくと･･･奨学生 1 名分の 1 ヶ月の奨学金に

なります！ 

ぜひご協力をお願いいたします。 

また、奨学金募金箱の設置をお願いできる場所も募集しております。ご紹介をお願いでき

る方はお手数ですが、下記までご連絡お願いできればと存じます。 

 

募金の送金は、 

通信欄に「定住外国人子ども奨学金」とご明記の上、 

郵便振替口座  00990-4-18945 神戸定住外国人支援センターまでお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<<ボランティア募集>> 

私たちの趣旨に賛同し、一緒に活動してくださる方を募集しています。 

・イベント出店のコーディネート・事務ボランティア 

（募金箱・ポスターなど送付及び回収、お礼状・ニュースレター作成・発送など） 

・ドネーションパーティ企画・運営 

※活動日時はいずれも相談に応じます（月３回以上 

関わってくださる方が望ましい） 

問い合わせ先 

定住外国人子ども奨学金実行委員会 

〒653-0038 神戸市長田区若松町 4-4-10  

アスタクエスタ北棟 502 

NPO 法人 神戸定住外国人支援センター（KFC）気付 

TEL078-612-2402 FAX078-612-3052 

E-mail kfc@social-b.net  Web http://www.social-b.net/kfc 

 

 

これまでの活動と今後の予定～ 

2007年 １１月 29日 甲南女子大学 多文化祭出店 12月 18日 第 1回実行委員会 

2008年 1月 16日 丸五市場出店 1月 17日 丸五市場出店 

1月 27日 第 2回実行委員会、ドネーションパーティ「ベトナムの魅力を知る」 

3月 16日 神戸国際交流協会フェスティバル出店 

3月 23日 第 3回実行委員会 3月 29日 奨学生決定 

4月 13日 奨学金授与式（4,5月分） 及び オリエンテーション 

4月 27日 移民祭に出店 5月 18日 神戸まつりに出店 6月 1日 灘チャレンジに出店 

6月 20日 丸五市場出店 7月 27日 本町筋商店街出店 

8月 2日 地蔵盆まつり出店 9月 14日 粉もんまつり出店 

7月 13日 奨学生交流会 ドネーションパーティ 第４回実行委員会 「ペルーの食文化を

知る」 

 


